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1.本プログラムの参加動機
私が今回のプログラムに参加したの
は、実際の保育現場に訪れたり、行政の
取り組みを伺うことによって、これからの
保育園・育児支援のあり方を考えるため
である。
少子高齢化が進む日本において育児
支援は喫緊の課題である一方、待機児
童や児童虐待などの問題が根深いとい
う難しい現状を抱えている中で、保育園
の果たす役割や重要性はますます大き
くなっていくと思われる。近い将来社会に
出る身として、育児に関する問題につい
て考えることは不可欠だと思いこのプロ
グラムに参加することを決意した。

2.活動概要
今回のプログラムでは、新しいタイプ
の保育園であるまちのこども園（代々木
公園・代々木上原）を訪問・見学した後、
渋谷の区庁舎にて保育課課長の田中さ
んに渋谷区の保育の取り組みについて
伺った。
↓まちのこども園（代々木公園）

3.プログラムの中で印象に残ったこと
今回のプログラムは自分の中にあった保育園像を良い意味で壊してくれたように思う。
今まで、保育園は生まれて間もない幼児を外界から刺激・脅威から守らなければならないので、
閉鎖的なイメージを持っていた。しかし、今回訪れたまちのこども園では、子供たちの活動を上か
ら押さえつけるのではなく、興味関心を広げ、子供達がやりたいことを下から支えてあげるような
活動を積極的に行っていた。例を挙げると、決まった形でしか遊べないようなプラスチックのおも
ちゃは買わず、代々木公園の自然を活かした工作や木のスケッチを行うなど、子供の自主性が育
まれるような保育がなされていた。そのこともあってか、泣いている子はおらず、皆笑顔でのびの
びと思い思いの活動に取り組んでいたことが印象的だった。また、ボランティアグループや植物・
昆虫の専門家など様々な人との関わりを通じて子供達の活動・視野を広げているというお話が興
味深かった。

4.プログラムを通じて考えたこと、考察
ここからは私個人の考えになるが、保育園はその地域のコミュニティの拠点になりうるのではな
いかと思う。まちのこども園は、従来の「子供ー保育者」の関係に止まらず、保護者や専門家、地
元の商店街やボランティアグループなど多様なステークホルダーをつなげて子供達の成長を支え
ている。この活動は都心において希薄化しがちな人と人との繋がりを強くするものだと思う。さら
にこれは、子供達の興味・活動の広がりをも促し、「地域コミュニティの形成↔子供達の活動の広
がり」という正の相互作用を生み出し、地域社会を活気づけるものではなかろうか。このことは、
実際、保育園設置前は騒音を嫌っていて設置に反対していた近隣住民が、設置後は子供達の元
気な姿に励まされているという区庁舎の方のお話にも現れている。地方と違い、ご近所づきあい
などが殆どない都会において、保育園は数少ない人と人が繋がれる機会を提供してくれる場所で
はなかろうか。そして、地域コミュニティは相互扶助により充実した生活を住民にもたらすように思
う。


